
(57)【要約】

【課題】キャビネット収納部の有効利用を図る。キャビ

ネット収納部の収納量を狭めないようにする。

【解決手段】キャビネット本体８に、キャビネット収納

部８ａを開閉する扉９を蝶番１０，１０で揺動自在に取

り付け、扉９に発音装置１１を設け、蝶番１０に通電部

１２を設け、発音装置１１からキャビネット本体側へ延

びる配線１３，１３の一部を通電部１２で形成したこと

。発音装置１１は、扉９の表面材からなる振動板１９と

、振動板１９を振動させるアクチュエータ１８を備えて

いる。

【効果】発音装置１１を設けた扉９でキャビネット収納

部８ａを開閉できるのでキャビネット収納部８ａの有効

利用を図ることができる。発音装置１１を小型化できる

ので、キャビネット収納部８ａの収納量を狭めないよう

にすることができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 の 収 納 部 を 開 閉 す る 扉 を 蝶 番 で 揺 動 自 在 に 取 り
付 け た キ ャ ビ ネ ッ ト に お い て 、 前 記 扉 に 発 音 装 置 を 設 け 、 前 記 蝶 番 に 通 電 部 を 設 け 、 電 気
信 号 が 前 記 通 電 部 を 介 し て 発 音 装 置 へ 至 る こ と を 特 徴 と す る 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト 。
　
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 発 音 装 置 は 、 前 記 扉 に 取 り 付 け た 振 動 出 力 用 ア ク チ ュ エ ー タ で 前 記 扉 を 振 動 さ せ る
も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 発 音 す る 扉 を 備 え た キ ャ ビ ネ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 洗 面 化 粧 台 に は 、 洗 面 器 を 支 持 す る ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト と 、 ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト よ り 上
方 に 配 置 さ れ た ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト を 備 え 、 ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト 内 に 発 音 装 置 の ス ピ ー カ
ー を 埋 設 し た も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ５ ２ ９ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 前 記 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト は 、 ス ピ ー カ ー を 取 付 け
た バ ッ フ ル 板 を ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト に 固 定 し て 、 キ ャ ビ ネ ッ ト の 収 納 部 と な り 得 る 部 分 を
塞 ぐ た め 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 収 納 部 の 有 効 利 用 が 図 れ な い 欠 点 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の 欠 点 に 鑑 み 創 案 し た も の で あ っ て 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 収 納 部 の 有 効
利 用 が 図 れ る 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト 収 納 部 の 有 効 利 用 を 図 る た め に 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 が 採 用 し た 手 段 は 、
キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 の 収 納 部 を 開 閉 す る 扉 を 蝶 番 で 揺 動 自 在 に 取 り 付
け た キ ャ ビ ネ ッ ト に お い て 、 前 記 扉 に 発 音 装 置 を 設 け 、 前 記 蝶 番 に 通 電 部 を 設 け 、 電 気 信
号 が 前 記 通 電 部 を 介 し て 発 音 装 置 へ 至 る こ と を 特 徴 と す る 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト で あ
る 。
　 本 発 明 に あ っ て は 、 発 音 装 置 を 設 け た 扉 を 開 閉 す る こ と で 、 該 扉 で 覆 わ れ る キ ャ ビ ネ ッ
ト 本 体 の 収 納 部 か ら 収 納 物 を 出 し 入 れ す る こ と が で き る 。 ま た 、 蝶 番 に 設 け た 通 電 部 を 介
し て 発 音 装 置 へ 電 気 信 号 を 出 力 で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 の 収 納 部 の 収 納 量 を 狭 め な い よ う に す る た め に 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明
が 採 用 し た 手 段 は 、 前 記 発 音 装 置 は 、 前 記 扉 に 取 り 付 け た 振 動 出 力 用 ア ク チ ュ エ ー タ で 前
記 扉 を 振 動 さ せ る も の で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト で あ る 。 な お 、 扉
の 表 面 材 及 び ／ 又 は 裏 面 材 を 振 動 板 と し 、 ア ク チ ュ エ ー タ の 出 力 で 振 動 板 を 振 動 さ せ て 発
音 さ せ る よ う に す る こ と も あ る 。
　 本 発 明 に あ っ て は 、 ア ク チ ュ エ ー タ で 扉 を 振 動 さ せ る た め 、 発 音 装 置 を 小 型 化 で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 本 発 明 は 、 発 音 装 置 を 設 け た 扉 で キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 の 収 納 部 を 開 閉 で き
る よ う に し た の で 、 キ ャ ビ ネ ッ ト の 収 納 部 と な り 得 る 部 分 を 塞 ぐ 従 来 の 構 造 に 比 べ て 収 納
部 の 有 効 利 用 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 蝶 番 に 設 け た 通 電 部 を 介 し て 発 音 装 置 へ 電 気 信
号 を 出 力 す る の で 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 と 扉 の 境 界 に 別 途 配 線 を 設 け る 必 要 が な く 、 扉 の 開
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閉 を ス ム ー ズ に で き 、 ま た 意 匠 性 も よ く な る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 本 発 明 は 、 発 音 装 置 の 小 型 化 で き る の で 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 の 収 納 部 の
収 納 量 を 狭 め な い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 発 音 装 置 付 き キ ャ ビ ネ ッ ト （ 以 下 、 「 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト 」 と 言 う 。 ） を
図 面 に 示 す 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は 第 １ 及 び ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ ， ２ を 備 え た 洗 面 化 粧 台 ３
を 示 す も の で あ っ て 、 （ Ａ ） は 一 部 破 断 し た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 扉 ９ 及 び 蝶 番 １ ０ ， １ ０ を
示 す 背 面 図 で あ る 。 図 ２ は 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ に 備 え た 蝶 番 １ ０ を 拡 大 し て 示 す 背 面 図
、 図 ３ （ Ａ ） は 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ に 備 え た 蝶 番 ２ ３ を 拡 大 し て 示 す 正 面 図 、 同 図 （ Ｂ
） は （ Ａ ） の ｂ － ｂ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。 洗 面 化 粧 台 ３ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 下 方 の
ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト ４ と 、 ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト ４ に 支 持 さ れ る 洗 面 器 ５ と 、 洗 面 器 ５ よ り
上 方 に 配 置 し た ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト ６ と 、 照 明 装 置 ７ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ は 、 ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト ６ に 施 し た も の
で あ り 、 合 成 樹 脂 素 材 等 か ら 成 形 さ れ た ミ ラ ー キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ８ に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体
８ の 収 納 部 ８ ａ を 開 閉 す る 扉 ９ を 蝶 番 １ ０ ， １ ０ で 揺 動 自 在 に 取 り 付 け 、 扉 ９ に 発 音 装 置
１ １ を 設 け 、 各 蝶 番 １ ０ に 通 電 部 １ ２ を 設 け 、 発 音 装 置 １ １ か ら キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 側 へ 延
び る 配 線 １ ３ ， １ ３ の 一 部 を 各 通 電 部 １ ２ で 形 成 し て あ る 。 配 線 １ ３ ， １ ３ は 、 キ ャ ビ ネ
ッ ト 本 体 ８ の 背 面 外 側 等 を 通 過 し て 、 発 音 信 号 発 生 装 置 １ ４ へ 接 続 さ れ る 。 発 音 信 号 発 生
装 置 １ ４ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 は 、 各 配 線 １ ３ 及 び 各 蝶 番 １ ０ の 通 電 部 １ ２ を 通 過 し て
発 音 装 置 １ １ へ 至 り 、 発 音 装 置 １ １ を 駆 動 し て 発 音 さ せ る 。 発 音 装 置 １ １ か ら 発 し た 音 声
等 は 、 洗 面 化 粧 台 ３ の 外 側 へ 拡 散 し て 使 用 者 に 至 る 。 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ は 、 発 音 装 置
１ １ を 設 け た 扉 ９ を 開 閉 す る こ と で 、 扉 ９ で 覆 わ れ る キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ８ ａ か ら 収
納 物 を 出 し 入 れ す る こ と が で き る と 共 に 、 各 配 線 １ ３ の 一 部 を 蝶 番 １ ０ に 設 け た 通 電 部 １
２ で 形 成 す る こ と で 扉 ９ の 開 閉 を 円 滑 に で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 蝶 番 １ ０ は 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 導 電 素 材 か ら な る 取 付 部 １ ５ ａ 及 び 軸 受 部 １ ５ ｂ を
備 え た 一 方 の 蝶 番 構 成 部 １ ５ と 、 導 電 素 材 か ら な る 取 付 部 １ ６ ａ 及 び 軸 受 部 １ ６ ｂ を 備 え
た 他 方 の 蝶 番 構 成 部 １ ６ と 、 両 軸 受 部 １ ５ ｂ ， １ ６ ｂ に 軸 支 さ れ て 両 蝶 番 構 成 部 １ ５ ， １
６ を 揺 動 自 在 に 連 結 す る 軸 部 １ ７ と を 備 え 、 両 軸 受 部 １ ５ ｂ ， １ ６ ｂ の 摺 動 面 １ ５ ｃ ， １
６ ｃ ど う し を 通 電 可 能 に 接 触 さ せ て 通 電 部 １ ２ を 設 け て い る 。 蝶 番 １ ３ は 、 取 付 部 １ ５ ａ
， １ ６ ａ 又 は 軸 受 部 １ ５ ｂ ， １ ６ ｂ に 配 線 １ ３ が 各 々 接 合 さ れ 、 通 電 部 １ ２ を 前 記 電 気 信
号 が 通 過 す る よ う に な っ て い る 。 な お 、 蝶 番 １ ０ は 、 摺 動 面 １ ５ ｃ ， １ ６ ｃ を 導 電 性 に 優
れ た 素 材 （ 例 え ば 、 金 メ ッ キ 層 等 ） で 形 成 し て 、 電 気 ノ イ ズ の 発 生 を 阻 止 す る 構 造 と す る
こ と が 好 ま し い 。 両 取 付 部 １ ５ ａ ， １ ６ ａ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 一 方 を 扉 ９ に 接 合 し 、 他
方 を キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ８ に 接 合 し て あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 扉 ９ に 設 け た 発 音 装 置 １ １ は 、 扉 ９ の 鏡 板 等 か ら な る 表 面 材 を 振 動 板 １ ９ と し 、 振
動 板 に 振 動 出 力 用 ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ を 取 り 付 け 、 ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ の 出 力 で 振 動 板 １
９ を 振 動 さ せ て 発 音 さ せ る よ う に な っ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ は 、 図 示 は 省 略 し た が
、 特 開 平 １ １ － ２ ６ ６ ４ ９ ６ 号 公 報 に 掲 載 さ れ て い る 超 磁 歪 式 の も の や 、 ピ エ ゾ 素 子 を 用
い た 形 式 の も の が 選 択 さ れ る 。 こ の よ う に 、 発 音 装 置 １ １ は 、 扉 ９ の 表 面 材 を 振 動 板 １ ９
に 用 い る と 共 に ア ク チ ュ エ ー タ １ １ で 振 動 さ せ る た め 小 型 化 で き 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納
部 ８ ａ の 収 納 量 を 狭 め な い よ う に す る こ と が で き る 。 な お 、 本 例 の 場 合 、 ア ク チ ュ エ ー タ
１ ８ は 、 扉 ９ を 閉 じ た と き 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ８ ａ へ 突 出 し て 格 納 さ れ る よ う に な
つ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 発 音 装 置 １ １ は 、 上 記 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 図 示 は 省 略 し た が 発 音 信
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号 発 生 装 置 １ ４ 及 び ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ を 一 体 化 又 は 併 設 し 、 扉 ９ の 表 面 材 １ ９ の 表 側 に
発 音 信 号 発 生 装 置 １ ４ 及 び ア ク チ ュ エ ー タ １ ８ を 取 り 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合
、 発 音 信 号 発 生 装 置 １ ４ は 、 音 楽 ソ フ ト を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 （ 例 え ば 、 メ モ リ ー カ ー ド 等
） を 着 脱 自 在 に 備 え る と 共 に 、 記 憶 媒 体 か ら 音 楽 ソ フ ト を 呼 び 出 す マ イ コ ン を 備 え 、 音 楽
ソ フ ト 信 号 を 増 幅 し て 出 力 す る と よ い 。 配 線 １ ３ は 、 増 幅 装 置 １ ４ へ 供 給 す る 低 電 圧 の 電
力 供 給 線 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ
ト ４ に 施 し た も の で あ り 、 ベ ー ス キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ２ １ に 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ２ １ の 収 納
部 ２ １ ａ を 開 閉 す る 扉 ２ ２ を 蝶 番 ２ ３ ， ２ ３ で 揺 動 自 在 に 取 り 付 け 、 扉 ２ ２ に 発 音 装 置 ２
４ を 設 け 、 各 蝶 番 ２ ３ に 通 電 部 ２ ５ （ 図 ３ 参 照 ） を 設 け 、 発 音 装 置 ２ ４ か ら キ ャ ビ ネ ッ ト
本 体 側 へ 延 び る 配 線 ２ ６ ， ２ ６ の 一 部 を 各 通 電 部 ２ ５ で 形 成 し て あ る 。 配 線 ２ ６ ， ２ ６ は
、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ２ １ の 内 側 等 を 通 過 し て 、 発 音 信 号 発 生 装 置 １ ４ へ 接 続 さ れ る 。 発 音
信 号 発 生 装 置 １ ４ か ら 出 力 さ れ た 電 気 信 号 は 、 各 配 線 ２ ６ 及 び 各 蝶 番 ２ ３ の 通 電 部 ２ ５ を
通 過 し て 発 音 装 置 ２ ４ へ 至 り 、 発 音 装 置 ２ ４ を 駆 動 し て 発 音 さ せ る 。 発 音 装 置 ２ ４ か ら 発
音 は 、 洗 面 化 粧 台 ３ の 外 側 へ 音 声 等 と し て 拡 散 す る 。 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ は 、 発 音 装 置
２ ４ を 設 け た 扉 ２ ２ を 開 閉 す る こ と で 、 扉 ２ ２ で 覆 わ れ る キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ２ １ ａ
か ら 収 納 物 を 出 し 入 れ す る こ と が で き る と 共 に 、 各 配 線 ２ ６ の 一 部 を 蝶 番 ２ ３ に 設 け た 通
電 部 ２ ５ で 形 成 す る こ と で 扉 ２ ２ の 開 閉 を 円 滑 に で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 蝶 番 ２ ３ は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 導 電 素 材 か ら な る 取 付 部 ２ ７ ａ 及 び 軸 受 部 ２ ７ ｂ を
備 え た 一 方 の 蝶 番 構 成 部 ２ ７ と 、 導 電 素 材 か ら な る 取 付 部 ２ ８ ａ 及 び 軸 受 部 ２ ８ ｂ を 備 え
た 他 方 の 蝶 番 構 成 部 ２ ８ と 、 両 軸 受 部 ２ ７ ｂ ， ２ ８ ｂ に 軸 支 さ れ 両 蝶 番 構 成 部 ２ ７ ， ２ ８
を 揺 動 自 在 に 連 結 す る 軸 部 ２ ９ と を 備 え 、 他 方 の 取 付 部 ２ ８ ａ に 接 合 し た 導 電 性 の 接 触 片
３ ０ を 一 方 の 軸 受 部 ２ ７ ｂ の 外 周 面 へ 通 電 可 能 に 接 触 さ せ て 通 電 部 ２ ５ を 設 け て い る 。 蝶
番 ２ ３ は 、 取 付 部 ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ に 配 線 ２ ６ が 各 々 接 合 さ れ 、 通 電 部 ２ ５ を 前 記 電 気 信 号
が 通 過 す る よ う に な っ て い る 。 両 取 付 部 ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ は 、 一 方 を 扉 ２ ２ に 接 合 し 、 他 方
を キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 ２ １ に 接 合 し て あ る 。 な お 、 蝶 番 ２ ３ は 、 通 電 面 と な る 軸 受 部 ２ ７ ｂ
の 外 周 面 及 び 接 触 片 ３ ０ の 当 接 面 を 導 電 性 に 優 れ た 素 材 （ 例 え ば 、 金 メ ッ キ 層 等 ） で 形 成
し て 、 電 気 ノ イ ズ の 発 生 を 阻 止 す る 構 造 と す る こ と が 好 ま し い 。 蝶 番 ２ ３ は 、 各 軸 受 部 ２
７ ｂ ， ２ ８ ｂ と 軸 部 ２ ９ を 通 電 可 能 に 摺 動 接 触 さ せ て 通 電 部 を 設 け る こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 扉 ２ ２ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 四 角 枠 状 の フ レ ー ム ３ １ と 、 フ レ ー ム ３ １ に 振 動 伝 達
可 能 に 接 合 し て 間 に 空 間 部 Ｓ を 形 成 す る 表 面 材 ３ ２ 及 び 裏 面 材 ３ ３ と 、 フ レ ー ム ３ １ に 取
り 付 け た 振 動 出 力 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ と を 備 え て い る 。 扉 ２ ２ に 設 け た 発 音 装 置 ２ ４ は
、 扉 ２ ２ の 表 面 材 ３ ２ 及 び ／ 又 は 裏 面 材 ３ ３ を 振 動 板 と し 、 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ の 出 力 で
両 振 動 板 ３ ２ ， ３ ３ を 振 動 さ せ て 発 音 さ せ る よ う に な っ て い る 。 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ は 、
図 示 は 省 略 し た が 、 前 記 同 様 に 超 磁 歪 式 の も の や 、 ピ エ ゾ 素 子 を 用 い た も の が 選 択 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 扉 ２ ２ は 、 振 動 出 力 用 ア ク チ ュ エ ー タ ３ ５ か ら 振 動 伝 播 具 で あ る フ レ ー ム ３ １ へ 出
力 さ れ た 出 力 振 動 が 、 フ レ ー ム ３ １ の 延 設 方 向 に 沿 っ て 広 い 範 囲 に 伝 播 し て 表 面 材 ３ ２ 及
び 裏 面 材 ３ ３ を 振 動 さ せ て 発 音 す る 。 扉 ２ ２ は 、 表 面 材 ３ ２ 及 び ／ 又 は 裏 面 材 ３ ３ が 振 動
す る こ と で 、 空 間 部 Ｓ で 共 振 を 起 こ し て 特 定 の 周 波 数 （ 殊 に 低 音 領 域 ） が 増 強 さ れ 、 大 き
な 音 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ １ は 、 扉 ２ ２ の 裏 面 材 ３ ３ に 適 宜 大 き さ の 開 口 部 ３ ４ を 開 設 し 、
扉 ２ ２ を 閉 じ た と き に 扉 ２ ２ の 空 間 部 Ｓ と キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ２ １ ａ と を 連 通 さ せ る
よ う に な っ て お り 、 扉 ２ ２ の 開 口 部 ３ ４ か ら キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ２ １ ａ へ 拡 散 し た 音
が 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ２ １ ａ で 共 振 を 起 こ し 特 定 の 周 波 数 が 増 強 さ せ る こ と が で き
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る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト ２ １ は 、 キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 収 納 部 ２ １ ａ を 開 閉 す る 他 方 の 扉
３ ７ を 蝶 番 ２ ３ ， ２ ３ で 揺 動 自 在 に 取 り 付 け 、 扉 ３ ７ に 前 記 発 音 装 置 ２ ４ を 設 け 、 左 右 の
発 音 装 置 で ス テ レ オ を 構 成 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。 ま た 、 前 記 扉 ２ ２ や 扉 ３ ７ に 設 け
る 発 音 装 置 ２ ４ は 、 フ レ ー ム ３ １ 及 び 裏 面 材 ３ ３ を 省 略 し て 、 表 面 材 ３ ２ に ア ク チ ュ エ ー
タ ３ ５ を 取 り 付 け て 、 表 面 材 ３ ２ を 振 動 さ せ て 発 音 さ せ る よ う に す る こ と も 勿 論 可 能 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 例 の 洗 面 化 粧 台 ３ は 、 前 記 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ 及 び ２ を 組 み 合 わ せ て 備 え て い る が
、 一 方 の 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト １ 又 は ２ を 省 略 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。 本 発 明 キ ャ ビ ネ
ッ ト は 、 前 記 洗 面 化 粧 台 ３ に 適 用 す る 以 外 に 、 図 示 は 省 略 し た が 、 シ ン ク を 支 持 す る 扉 付
き 流 し 台 、 加 熱 調 理 器 を 支 持 す る 扉 付 き レ ン ジ 台 、 扉 付 き の 調 理 台 又 は 扉 付 き の 収 納 庫 等
に 適 用 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 第 １ 及 び ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト を 備 え た 洗 面 化 粧 台 を 示 す も
の で あ っ て 、 （ Ａ ） は 一 部 破 断 し た 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 扉 及 び 蝶 番 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト に 備 え た 蝶 番 を 拡 大 し て 示 す 背 面 図
で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） は 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 本 発 明 キ ャ ビ ネ ッ ト に 備 え た 蝶 番 を 拡 大 し て 示
す 正 面 図 、 同 図 （ Ｂ ） は （ Ａ ） の ｂ － ｂ 線 に お け る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
８ （ ２ １ ） … キ ャ ビ ネ ッ ト 本 体 、 ８ ａ （ ２ １ ａ ） … 収 納 部 、 ９ （ ２ ２ ） … 扉 、 １ ０ （ ２ ３
） … 蝶 番 、 １ １ （ ２ ４ ） … 発 音 装 置 、 １ ２ （ ２ ５ ） … 通 電 部 、 １ ３ （ ２ ６ ） … 配 線 、 １ ９
（ ３ ２ ） … 振 動 板 （ 表 面 材 ） 、 ３ ３ … 振 動 板 （ 裏 面 材 ） 、 １ ８ （ ３ ５ ） … ア ク チ ュ エ ー タ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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